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宮
　
良
　
信
　
詳

　

琉
球
列
島
に
お
け
る
伝
統
的
な
言
語
は
琉
球
諸
語
と
呼
ば
れ
る
。
日
本

語
と
は
何
が
ど
う
違
う
の
か
、
そ
の
言
語
的
な
位
置
付
け
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
、
そ
の
よ
う
な
言
語
を
受
け
継
ぐ
と
い
う
こ
と
に
は
ど
う
い
う

意
義
が
あ
る
の
か
、
そ
の
継
承
の
た
め
に
は
ど
う
い
う
こ
と
が
必
要
に
な

っ
て
く
る
の
か
と
い
う
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

さ
て
、
筆
者
は
沖
縄
県
八や

い

ま
重
山
郡
石い
し
ゃ
な
ぐ
ぃ

垣
島
四す
ぃ
か箇
の
大ふ
ー
が
ー川
で
生
ま
れ
育
っ

た
の
だ
が
、
当
時
の
島
で
の
社
会
・
学
校
生
活
の
基
盤
と
な
っ
て
い
た
の

は
、
ど
う
し
た
こ
と
か
四
箇
八
重
山
語
（
以
後
、
八
重
山
語
）
で
は
な
く
、

日
本
語
で
あ
っ
た
。
当
然
の
帰
結
と
し
て
、
八
重
山
語
の
母
語
話
者
に
な

り
そ
び
れ
た
。
そ
れ
で
、
は
ば
か
り
な
く
﹁
や
い
ま
ぷ
ぃ
と
ぅ
﹂（
八
重
山

の
人
）
と
言
う
に
は
大
切
な
何
か
が
足
り
な
い
と
い
う
思
い
が
ど
こ
か
に

あ
る
。
高
校
卒
業
後
は
沖
縄
本
島
に
渡
っ
て
生
活
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

沖
縄
語
の
母
語
話
者
に
な
れ
る
は
ず
も
な
く
、
当
然
﹁
う
ち
な
ー
ん
ち
ゅ
﹂

（
沖
縄
本
島
の
人
）
で
も
な
い
。
間
違
い
な
く
﹁
日
本
人
﹂
な
の
だ
が
、
根

っ
こ
に
は
﹁
や
い
ま
ぷ
ぃ
と
ぅ
﹂
が
い
て
、﹁
う
ち
な
ー
ん
ち
ゅ
﹂
に
は
な

れ
ず
に
い
る
自
分
を
日
々
感
じ
な
が
ら
、
普
段
の
生
活
を
営
ん
で
い
る
。

そ
れ
で
も
沖
縄
県
民
の
一
人
な
の
で
、﹁
沖
縄
﹂
に
は
強
い
こ
だ
わ
り

を
持
っ
て
生
き
て
い
る
。
特
に
、
沖
縄
本
島
で
五
〇
年
余
と
い
う
人
生
の

大
半
を
過
ご
し
て
き
た
か
ら
に
は
、
も
は
や
﹁
な
か
ら
う
ち
な
ー
ん
ち
ゅ
﹂

（
半
分
は
沖
縄
の
人
）
な
の
で
は
と
い
う
勝
手
な
思
い
も
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
一
個
人
の
生
い
立
ち
の
中
に
お
け
る
琉
球
諸
語
の
中
の
沖
縄
語
と
八

重
山
語
と
の
接
し
方
か
ら
複
合
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
生
じ
さ
せ
て
い

る
。本

稿
で
は
沖
縄
語
の
事
例
を
中
心
に
と
ら
え
な
が
ら
、
そ
の
言
語
継
承

に
つ
い
て
も
み
て
い
く
。

琉
球
諸
語
の
継
承
に
つ
い
て
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一
、　

琉
球
諸
語
と
は
？

琉
球
諸
語
は
、
北
か
ら
奄
美
語
（
あ
ま
み
ぐ
ち
）、
国
頭
語
（
く
ん
ぢ

ゃ
ん
ぐ
ち
）、
沖
縄
語
（
う
ち
な
ー
ぐ
ち
）、
宮
古
語
（
み
ゃ
ー
く
ふ
つ
）、

八
重
山
語
（
や
い
ま
む
に
）、
与
那
国
語
（
ど
ぅ
な
ん
む
ぬ
い
）
の
六
言

語
だ
と
さ
れ
る
。︿
言
語
﹀
を
意
味
す
る
こ
と
ば
は
、
北
琉
球
で
は
﹁
く

ち
﹂（
註
１
）

だ
が
、
南
琉
球
で
は
﹁
ふ
つ
﹂﹁
む
に
﹂﹁
む
ぬ
い
﹂
と
さ
ま
ざ

ま
で
あ
る
。
英
語
、
ド
イ
ツ
語
、
オ
ラ
ン
ダ
語
が
西
ゲ
ル
マ
ン
語
か
ら
約

二
〇
〇
〇
年
程
前
に
分
岐
し
た
よ
う
に
、
琉
球
諸
語
も
日
本
語
と
共
通
の

祖
先
と
な
る
言
語
か
ら
約
一
七
〇
〇
年
程
前
に
分
岐
し
た
と
言
わ
れ
る

（
服
部 

一
九
三
二
、
一
九
五
四；

名
嘉
真 

一
九
九
二；

安
本 

一
九
九
四
）。

そ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
事
実
が
い
く
つ
か
あ
る
。﹁
流
求
（
琉
球
）﹂
の

呼
び
名
は
﹃
隋
書
﹄（
六
三
六
年
）
に
初
め
て
現
れ
、﹃
日
本
書
紀
﹄（
七
二

〇
年
）
に
も
琉
球
の
島
々
に
お
け
る
生
活
集
団
を
意
識
し
た
記
載
が
見
ら

れ
る
と
い
う
。

当
時
の
日
本
の
国
名
は
﹁
倭
（
後
に
、
大
和
）﹂
で
あ
っ
た
。
奈
良
時
代

の
﹃
古
事
記
﹄（
七
一
二
年
）
に
は
﹁
日
本
﹂
と
い
う
国
名
は
い
っ
さ
い
見

ら
れ
な
い
と
い
う
が
（
神
野
志 

二
〇
〇
五
）、
現
在
の
沖
縄
語
に
お
け
る

﹁
や
ま
と
ぅ
﹂（
日
本
、
他
府
県
）、﹁
や
ま
と
ぅ
ぐ
ち
﹂（
日
本
語
）、﹁
や

ま
と
ぅ
ん
ち
ゅ
﹂（
日
本
人
、
他
府
県
人
）
は
﹁
大
和
﹂
の
呼
び
名
を
反
映

し
て
い
る
。

奈
良
時
代
に
お
け
る
中
国
の
呼
び
名
は
﹁
唐
﹂（
六
一
八
~
九
〇
七
年
）

だ
が
、
現
代
の
沖
縄
語
で
も
当
時
を
反
映
し
た
﹁
と
ー
﹂（
中
国
）、﹁
と
ー

ぬ
く
ち
﹂（
中
国
語
）、﹁
と
ー
ん
ち
ゅ
﹂（
中
国
人
）、﹁
と
ー
あ
ち
れ
ー
﹂

（
中
国
製
品
）
と
い
う
呼
び
名
が
い
ま
だ
に
遣
わ
れ
て
い
る
。

し
か
も
、
一
四
二
九
年
に
成
立
し
た
琉
球
王
国
は
、
唐
か
ら
宋
、
元

と
続
い
た
後
の
明
や
清
と
の
国
交
が
盛
ん
だ
っ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
れ
で
も
中
国
を
﹁
と
ー
﹂
と
す
る
呼
び
名
が
変
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
琉
球
諸
語
に
お
け
る
﹁
や
ま
と
ぅ
﹂
や
﹁
と
ー
﹂
が
奈
良
時

代
（
七
一
〇
~
七
八
四
年
）
の
呼
び
名
を
反
映
し
て
い
る
と
い
う
事
実
か

ら
も
、
八
世
紀
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
に
は
、
す
で
に
琉
球
列
島
に
は

人
々
が
住
ん
で
い
て
固
有
の
言
語
を
話
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

琉
球
諸
語
は
、
琉
球
列
島
に
お
い
て
一
〇
〇
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
一

人
歩
き
を
し
て
き
た
こ
と
か
ら
も
、
日
本
語
か
ら
は
独
立
し
た
別
の
言
語

の
集
ま
り
で
、
日
本
語
と
姉
妹
語
同
士
と
い
う
関
係
に
あ
る（C

ham
berlain 

1895；

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ 

二
〇
一
一；

宮
良 

二
〇
一
一
、
二
〇
一
九
ⅰ
）。

そ
れ
で
は
、
琉
球
諸
語
は
日
本
語
と
何
が
ど
う
違
っ
て
い
る
の
か
、
い

っ
た
い
ど
う
い
う
言
語
的
位
置
付
け
が
で
き
る
の
か
を
正
し
く
知
っ
て
お

く
こ
と
は
、
言
語
継
承
の
問
題
な
ど
に
取
り
組
む
姿
勢
や
方
法
に
違
い
が

出
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
以
下
に
お
い
て
は
、
音
声
、
文
構
成
、
語

形
成
の
面
か
ら
沖
縄
語
の
事
例
を
中
心
に
取
り
上
げ
る
が
、
と
き
に
は
八

重
山
語
の
事
例
も
添
え
な
が
ら
、
検
証
し
て
み
る
。

﹇
一
、
一
﹈ 

タ
行
、
ハ
行
、
ワ
行　

日
本
語
の
タ
行
、
ハ
行
、
ワ
行
と

対
比
す
る
と
、
琉
球
諸
語
は
現
代
日
本
語
で
は
な
く
、
古
い
日
本
語
の
音

声
的
特
徴
を
保
持
す
る
と
い
う
側
面
が
み
ら
れ
る
。
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⑴ 　
[
タ
行
] :
日
本
語
の
タ
行
は
本
来
﹁ta ti tu te to

﹂
の
発
音
で
あ

っ
た
が
、
室
町
時
代
末
期
に
な
る
と
口
蓋
化
（ti

↓chi

）、
破
擦
化

（tu

↓tsu

）
が
起
こ
っ
た
と
さ
れ
る
（
浅
川 

二
〇
一
一
）。
そ
こ
で
、

古
い
日
本
語
の
タ
行
﹁ta ti tu te to

﹂
の
発
音
を
現
代
日
本
語
の
仮

名
で
表
記
す
る
と
、﹁
た
﹂﹁
て
ぃ
﹂﹁
と
ぅ
﹂﹁
て
﹂﹁
と
﹂
に
な
る
。

ⅰ　

沖
縄
語
の
タ
行
は
﹁ta ti tu te to

﹂
に
﹁chi

﹂
が
加
わ
っ
た

﹁
た
﹂﹁
ち
﹂﹁
て
ぃ
﹂﹁
と
ぅ
﹂﹁
て
﹂﹁
と
﹂
の
六
段
で
あ
る（
宮

良 

二
〇
一
九
ⅰ
:
四
二
頁
）。

ⅱ　

八
重
山
語
で
は
、
日
本
語
の
タ
行
に
対
し
て
、
タ
行
の
五
段

﹁
た
﹂﹁
て
ぃ
﹂﹁
と
ぅ
﹂﹁
て
﹂﹁
と
﹂（
す
な
わ
ち
、﹁ta ti tu 

te to

﹂）
と
ツ
ァ
行
の
六
段
﹁
つ
ぁ
﹂﹁
ち
﹂﹁
つ
ぃ
﹂﹁
つ
﹂﹁
つ

ぇ
﹂﹁
つ
ぉ
﹂（﹁tsa chi tsï tsu tsë tso
﹂）
が
対
応
す
る
（
宮
良 

二
〇
二
一
ⅲ
:
二
七
~
三
〇
頁
）。

[
タ
行
]
に
か
ん
す
る
ⅰ
、
ⅱ
が
示
す
よ
う
に
、
沖
縄
語
も
八
重
山
語

も
、
現
代
日
本
語
の
﹁
た
﹂﹁
ち
﹂﹁
つ
﹂﹁
て
﹂﹁
と
﹂
で
は
な
く
、
古
い
日

本
語
の
﹁
た
﹂﹁
て
ぃ
﹂﹁
と
ぅ
﹂﹁
て
﹂﹁
と
﹂
を
保
持
す
る
。
し
か
も
、
沖

縄
語
の
タ
行
に
お
け
る
﹁
ち
（chi

）﹂﹁
て
ぃ
（ti

）﹂
と
か
、
八
重
山
語
の

ツ
ァ
行
に
お
け
る
﹁
ち
（chi

）﹂﹁
つ
ぃ
（tsï

）﹂
の
よ
う
に
、
同
じ
行
に
イ

段
が
二
つ
も
あ
る
の
は
琉
球
諸
語
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
（
宮
良 

一
九
九

七
、
二
〇
〇
〇
、
二
〇
一
一
、
二
〇
一
九
ⅰ
、
二
〇
二
一
ⅱ
・
ⅲ
、
二
〇

二
二
）。

ハ
行
に
つ
い
て
も
、
現
在
のh-

音
で
は
な
く
、
以
下
に
示
す
よ
う
に

よ
り
古
い
音
声
（hw, p

）
を
琉
球
諸
語
は
保
持
す
る
。

⑵　
[
ハ
行
]:
現
代
日
本
語
の
ハ
行
子
音
は
、
古
く
はp-

音
で
、hw

-

音
を
経
て
、h-

音
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
（
上
田 

一
八
九
八
）。（
註
２
）

ⅰ　

沖
縄
語
で
は
、
フ
ァ
行
﹁
ふ
ぁ
﹂﹁
ふ
ぃ
﹂﹁
ふ
﹂﹁
ふ
ぇ
﹂（﹁hw

a 
hw

i hw
u hw

e_

﹂）
と
ハ
行
﹁
は
﹂﹁
ひ
﹂﹁
ほ
﹂（﹁ha çi _ 

ho

﹂）
が
対
応
す
る
（
宮
良
二
〇
一
九
ⅰ
:
四
二
~
四
三
頁
）。

 

ⅱ　

八
重
山
語
で
は
、
パ
行
﹁
ぱ
﹂﹁
ぴ
﹂﹁
ぷ
ぃ
﹂﹁
ぺ
﹂﹁
ぽ
﹂（﹁pa 

pi pï pu pe po

﹂）
と
ハ
行
﹁
は
﹂﹁
ひ
﹂﹁
ふ
﹂﹁
ほ
﹂（﹁ha çi 

hu _ ho

﹂）
が
あ
る
（
宮
良
二
〇
二
一
ⅲ
:
三
九
~
四
二
頁
）。

沖
縄
語
で
は
中
世
日
本
語
のhw

-

音
が
主
に
対
応
す
る
。
さ
ら
に
古
いp-

音
を
保
持
す
る
の
が
八
重
山
語
だ
が
、
沖
縄
本
島
北
部
の
国
頭
語
や
宮
古

語
や
奄
美
語
もp-

音
を
保
持
す
る
。

現
代
日
本
語
の
ワ
行
は
﹁
わ
・
を
﹂
の
二
段
で
あ
る
が
、
沖
縄
語
は
古

い
日
本
語
の
ワ
行
と
共
通
す
る
部
分
が
多
い
が
、
八
重
山
語
は
現
代
日
本

語
の
ワ
行
に
近
い
。

 

⑶　
[
ワ
行
]:
日
本
語
の
ワ
行
は
、
古
く
は
﹁
わ
﹂﹁
ゐ
﹂﹁
ゑ
﹂﹁
を
﹂

（﹁w
a w

i __ w
e w

o

﹂）
か
ら
現
代
の
﹁w

a __ __ __ （w
o

）﹂
に
変
わ

っ
た
と
さ
れ
る
（
浅
川 

二
〇
一
一
）。
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ⅰ　

沖
縄
語
の
ワ
行
は
﹁
わ
﹂﹁
う
ぃ
﹂﹁
を
ぅ
﹂﹁
う
ぇ
﹂﹁
を
﹂（﹁w

a 
w

i w
u w

e w
o

﹂）
の
五
段
で
あ
る
（
宮
良
二
〇
一
九
ⅰ
:
四

三
頁
）。

 
 

　

一
方
、
沖
縄
語
の
ワ
行
﹁
わ
﹂﹁
う
ぃ
﹂﹁
を
ぅ
﹂
に
は
八
重

山
語
の
バ
行
の
﹁
ば
﹂﹁
び
﹂﹁
ぶ
﹂
が
対
応
す
る
事
例
が
数
多

く
見
ら
れ
る
（
宮
良 

二
〇
二
一
ⅲ
:
四
二
~
四
七
頁
）。

ⅱ　

八
重
山
語
の
ワ
行
は
﹁
わ
﹂（﹁w

a

﹂）
の
一
段
の
み
で
あ
る
。

沖
縄
語
の
ワ
行
イ
段
や
エ
段
の
仮
名
表
記
が
日
本
語
の
場
合
と
は
異
な
る

こ
と
や
、
ワ
行
ウ
段
の
仮
名
﹁
を
ぅ
﹂
に
つ
い
て
は
、
宮
良
（
二
〇
二
一

ⅰ
:
五
六
九
頁
、
二
〇
二
三
）
を
参
照
。

﹇
一
、
二
﹈ 

二
つ
の
「
イ
」　

浅
川
（
ニ
〇
一
一
:
一
三
九
~
一
四
一
頁
）

に
よ
る
と
、
万
葉
仮
名
﹁
都
知
﹂（
土
）
の
発
音
は
[tuti

]
で
あ
っ
た
と
い

う
。[tuti

]
を
現
代
日
本
語
の
仮
名
表
記
に
す
る
と
、﹁
と
ぅ
て
ぃ
﹂
に
な

る
。
し
か
し
、
⑴
で
触
れ
た
よ
う
に
﹁
と
ぅ
て
ぃ
﹂（
土
）
に
お
け
る
タ
行

ウ
段
﹁
と
ぅ
﹂
は
破
擦
化
、
タ
行
イ
段
﹁
て
ぃ
﹂
は
口
蓋
化
を
経
て
、
現
代

日
本
語
で
は
﹁
つ
ち
﹂
に
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
現
代
の
琉
球
諸
語
の
﹁
と
ぅ
く
る
﹂（
と
こ
ろ
）、﹁
て
ぃ
ん
﹂

（
天
）、﹁
て
ぃ
ー
﹂（
手
）
に
お
け
る
﹁
と
ぅ
﹂﹁
て
ぃ
﹂
の
場
合
、﹁
つ

ち
﹂
の
よ
う
な
破
擦
化
や
口
蓋
化
と
の
関
係
は
ま
っ
た
く
な
い
。
そ
れ
で
、

﹁
＊
つ
く
る
﹂﹁
＊
ち
ん
﹂﹁
＊
ち
ー
﹂
と
は
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
事
例
の

場
合
に
は
、
日
本
語
の
オ
段
に
は
琉
球
諸
語
の
ウ
段
が
対
応
し
、
日
本
語

の
エ
段
に
は
琉
球
諸
語
の
イ
段
が
対
応
す
る
と
い
う
日
本
語
と
琉
球
諸
語

と
い
う
姉
妹
語
間
で
み
ら
れ
る
母
音
対
応
が
関
係
し
て
く
る
。
そ
の
た
め
、

﹁
と
﹂﹁
こ
﹂﹁
ろ
﹂
の
よ
う
な
日
本
語
オ
段
に
対
し
て
は
ウ
段
の
﹁
と
ぅ
﹂

﹁
く
﹂﹁
る
﹂
が
対
応
し
、
日
本
語
エ
段
の
﹁
て
﹂
に
は
イ
段
﹁
て
ぃ
﹂
が
対

応
す
る
。
し
か
も
、
日
本
語
エ
段
に
対
応
す
る
沖
縄
語
の
イ
段
で
は
口
蓋

化
が
関
与
す
る
こ
と
は
な
い
。

[
タ
行
]
の
ⅰ
、
ⅱ
で
触
れ
た
よ
う
に
、
琉
球
諸
語
に
は
口
蓋
化
が
関

与
す
る
﹁
ち
﹂
が
無
い
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
沖
縄
語
に
お
け
る
﹁
ち

ー
﹂（
血
、
乳
）、﹁
ち
か
ら
﹂（
力
）、﹁
ち
む
﹂（
肝
、
心
）、﹁
ぢ
し
ち
﹂（
儀

式
）
で
は
口
蓋
化
に
よ
る
﹁
ち
﹂﹁
ぢ
﹂
が
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
も
、
最

初
の
二
例
の
﹁
ち
﹂
は
タ
行
イ
段
、
残
る
二
例
の
﹁
ち
﹂﹁
ぢ
﹂
は
カ
・
ガ

行
イ
段
が
関
係
す
る
。

そ
こ
で
、
沖
縄
語
に
お
け
る
タ
・
ダ
行
イ
段
と
カ
・
ガ
行
イ
段
に
つ
い

て
ま
と
め
る
と
、
⑷
の
よ
う
に
口
蓋
化
を
誘
発
す
る
﹁
イ
﹂
と
そ
う
で
な

い
﹁
イ
﹂
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

⑷ 

沖
縄
語
に
お
け
る
二
つ
の
﹁
イ
﹂

ⅰ　

口
蓋
化
を
誘
発
す
る
﹁
イ
﹂

 　
　
（
タ
・
ダ
行
）: ﹁
ち
ー
﹂（
血
、
乳
）、﹁
ち
か
ら
﹂（
力
）、 

﹁
ぢ
ー
﹂（
地
）

 
 

（
カ
・
ガ
行
）: ﹁
ち
む
﹂（
肝
、
心
）、﹁
ぢ
し
ち
﹂（
儀
式
）、 

﹁
ち
ー
﹂（
気
）

ⅱ　

口
蓋
化
と
は
関
係
し
な
い
﹁
イ
﹂
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  （
タ
行
）:﹁
て
ぃ
ん
﹂（
天
）、﹁
て
ぃ
ー
﹂（
手
）、﹁
て
ぃ
ら
﹂（
寺
）     

（
カ
行
）:﹁
き
ー
﹂（
毛
）、﹁
き
ぶ
し
﹂（
煙
）、﹁
さ
き
﹂（
酒
）

国
頭
語
の
場
合
で
も
類
似
例
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
で
は
厳
密
な
ま
と
め
方
は
控
え
る
が
、
奄
美
語
や
宮
古
語
や
八
重

山
語
に
お
い
て
も
、
口
蓋
化
と
は
関
係
し
な
い
﹁
イ
﹂
と
し
て
中
舌
高
母

音
[
ï
]（
≠
前
舌
高
母
音
[
ⅰ
]）
が
実
在
し
、
二
つ
の
﹁
イ
﹂
は
琉
球
諸

語
に
み
ら
れ
る
顕
著
な
音
声
的
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
二
つ

の
﹁
イ
﹂
の
存
在
に
よ
っ
て
、（
与
那
国
語
を
除
く
（
註
３
））
琉
球
諸
語
の
体

系
で
は
六
つ
の
母
音
が
機
能
す
る
こ
と
に
な
り
、
現
代
日
本
語
の
五
母
音

に
基
づ
く
体
系
と
対
比
さ
れ
る
。

﹇
一
、
三
﹈ 

動
詞
の
構
成
要
素　

次
に
、
日
本
語
の
動
詞
﹁
始
め
・
る
﹂

と
、
沖
縄
語
の
﹁
始
み
・
い
・
ん
（
=
始
み
ー
ん
）﹂、
八
重
山
語
の
﹁
始

み
・
る
・
ん
﹂
を
比
べ
て
み
る
。﹁
始
め
﹂
の
﹁
め
﹂
は
エ
段
な
の
で
、
沖

縄
語
や
八
重
山
語
で
は
、﹁
て
ぃ
ん
﹂（
天
）
や
﹁
て
ぃ
ー
﹂（
手
）
に
お
け

る
母
音
対
応
と
同
様
、
規
則
的
に
イ
段
の
﹁
み
﹂
に
な
る
。
三
つ
の
動
詞

形
を
並
べ
て
み
る
だ
け
で
は
、
大
し
た
違
い
は
な
さ
そ
う
に
も
み
え
る
。

し
か
し
、
次
に
示
す
よ
う
に
、
過
去
形
を
持
ち
出
し
て
み
る
と
、
三
言

語
に
お
け
る
動
詞
を
構
成
す
る
要
素
の
違
い
が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
。

⑸　

日
本
語
:
現
在
形 ﹁
始
め
﹂・﹁
る
﹂

　
　
　
　
　

過
去
形 ﹁
始
め
﹂・﹁
た
﹂

八
重
山
語
:
現
在
形 ﹁
始
み
﹂・﹁
る
﹂・﹁
ん
﹂

　
　
　
　
　

過
去
形 ﹁
始
み
﹂・﹁
だ
﹂

沖
縄
語
:
現
在
形 ﹁
始
み
﹂・﹁
い
﹂・﹁
ん
﹂

　
　
　
　
　

過
去
形 ﹁
始
み
﹂・﹁
た
﹂・﹁
ん
﹂

動
詞
語
根
﹁
始
め
﹂﹁
始
み
﹂
に
続
く
﹁
た
﹂﹁
だ
﹂
は
い
ず
れ
の
言
語
で
も

過
去
（
=
発
話
の
時
点
以
前
に
出
来
事
が
起
こ
っ
た
と
い
う
時
制
）
を
表

す
。過

去
で
は
な
い
場
合
（
す
な
わ
ち
、
現
在
と
か
一
般
的
な
事
実
や
真
理

な
ど
）
に
お
け
る
八
重
山
語
の
﹁
始
み
・
る
・
ん
﹂
で
は
、﹁
る
﹂
が
脱
落

し
て
﹁
始
み
・
ん
﹂
と
な
る
こ
と
も
あ
る
（
宮
良 

二
〇
二
一
ⅱ
、
二
〇
二

一
ⅲ
:
七
〇
~
七
三
頁
）。﹁
始
み
・
る
・
ん
﹂
で
も
﹁
始
み
・
ん
﹂
で
も

現
在
を
表
す
の
は
﹁
ん
﹂
で
あ
る
。
そ
れ
で
、
三
言
語
に
お
け
る
現
在
を

表
す
要
素
に
は
次
の
よ
う
な
音
声
的
な
違
い
が
あ
る
。

⑹　

現
在
を
表
す
要
素

　

日
本
語
: ﹁
る
﹂

　

八
重
山
語
: ﹁
ん
﹂

　

沖
縄
語
: ﹁
い
﹂

八
重
山
語
﹁
始
み
・
る
・
ん
﹂
に
お
け
る
﹁
る
﹂
は
﹁
始
み
﹂
が
表
す
動

作
の
非
継
続
（
す
な
わ
ち
、
起
動
か
完
結
の
い
ず
れ
か
）
を
表
す
（
宮
良 
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二
〇
二
一
ⅲ
:
一
二
~
一
六
頁
）。
動
作
の
継
続
は
﹁
始
み
・
い
・
ん
﹂
の

よ
う
に
基
本
的
に
﹁
い
﹂
で
表
す
が
、
こ
の
場
合
に
は
﹁
始
め
ー
ん
﹂
の

よ
う
に
規
則
的
な
変
化
を
す
る
（
宮
良 

二
〇
二
一
ⅲ
:
八
五
~
八
六
頁
）。

こ
の
よ
う
な
﹁
る
﹂、﹁
い
﹂
の
働
き
は
言
語
学
で
は
相
（
あ
る
い
は
、
ア

ス
ペ
ク
ト
）
と
呼
ば
れ
る
。
一
方
、
過
去
形
﹁
始
み
・
だ
﹂
は
﹁
始
み
・

る
・
だ
﹂
と
な
る
こ
と
は
な
く
、
非
継
続
相
﹁
る
﹂
の
脱
落
が
一
定
の
条

件
の
も
と
で
起
こ
る
（
宮
良 
二
〇
二
一
ⅲ
:
八
〇
~
八
三
頁
）。

そ
れ
で
、
八
重
山
語
に
お
け
る
基
本
的
な
動
詞
形
は
三
要
素
（﹁
語
根
・

相
・
時
制
﹂）
で
構
成
さ
れ
る
が
、
⑸
が
示
す
よ
う
に
沖
縄
語
の
動
詞
形

も
三
要
素
で
構
成
さ
れ
る
。
し
か
し
、
日
本
語
の
動
詞
形
は
﹁
始
め
﹂
と

そ
れ
に
続
く
﹁
る
﹂
又
は
﹁
た
﹂
の
二
要
素
で
構
成
さ
れ
る
と
い
う
違
い
が

あ
る
。

﹇
一
、
四
﹈ 

沖
縄
語
の
動
詞
と
法　

⑸
に
お
け
る
沖
縄
語
動
詞
の
過
去

形
も
現
在
形
も
﹁
ん
﹂
で
終
わ
り
、
二
番
目
の
要
素
﹁
た
﹂
や
﹁
い
﹂
が
過

去
や
現
在
と
関
係
す
る
の
で
、
そ
れ
に
続
く
﹁
ん
﹂
の
働
き
は
別
に
あ
る
。

ま
ず
、﹁
一
郎
が 

商
売 

始
み
・
た
・
ん
﹂
と
い
う
よ
う
な
文
⑺
ⅲ
を
取

り
上
げ
る
。
⑺
ⅰ
は
︿
一
郎
が
商
売
を
始
め
る
﹀
と
い
う
出
来
事
を
表
す

が
、
⑺
ⅰ
に
過
去
を
表
す
﹁
た
﹂
が
付
与
さ
れ
る
と
、
過
去
の
出
来
事
を

表
す
⑺
ⅱ
が
構
成
さ
れ
る
。
日
本
語
で
は
そ
の
よ
う
な
形
式
を
最
終
要
素

と
し
た
と
き
に
文
が
完
成
さ
れ
る
の
だ
が
、
沖
縄
語
の
文
で
は
さ
ら
に

﹁
ん
﹂
が
必
要
と
さ
れ
る
と
い
う
点
が
重
要
な
違
い
で
あ
る
。（
さ
ら
に
、

⑺
が
示
す
よ
う
に
、
日
本
語
に
お
け
る
目
的
語
を
表
わ
す
﹁
を
﹂
の
よ
う

な
助
詞
を
必
要
と
し
な
い
の
は
、
琉
球
諸
語
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。）

⑺　
　

ⅰ
[
一
郎
が 

商
売 

始
み
]（
=
出
来
事
）

　

ⅱ
[
一
郎
が 

商
売 

始
み
・
た
] （
=
過
去
の
出
来
事
）

　

ⅲ
[
一
郎
が 

商
売 

始
み
・
た
・
ん
] （
=
過
去
の
出
来
事
が
ど

う
し
た
の
か
？
）

言
語
学
で
は
沖
縄
語
の
﹁
ん
﹂
の
よ
う
な
動
詞
形
の
最
終
要
素
の
働
き

を
﹁
法
﹂（
い
わ
ゆ
る
命
令
法
や
仮
定
法
に
お
け
る
﹁
法
﹂
の
こ
と
）
と
呼

ぶ
が
、
い
ろ
い
ろ
な
文
タ
イ
プ
を
生
み
出
す
働
き
と
直
接
か
か
わ
っ
て
く

る
の
で
、
沖
縄
語
の
﹁
法
﹂
要
素
を
中
心
と
す
る
例
文
を
こ
れ
か
ら
取
り

上
げ
る
こ
と
に
す
る
。

⑺
ⅱ
に
お
け
る
（
過
去
の
）
出
来
事
に
対
し
て
、
発
話
者
が
ど
う
い
う

心
的
態
度
で
（
あ
る
い
は
、
ど
う
い
う
視
点
か
ら
）
臨
ん
で
い
る
の
か
を

表
す
の
が
﹁
法
﹂
要
素
で
あ
る
。
平
叙
文
で
あ
れ
ば
、
Ⅰ
、︿
出
来
事
が
事

実
﹀
だ
と
表
明
す
る
場
合
と　

Ⅱ
、
文
中
の
︿
特
定
の
語
句
に
焦
点
を
当

て
て
強
調
す
る
﹀
場
合
が
あ
る
。
以
後
、︿
特
定
の
語
句
に
焦
点
を
当
て

る
こ
と
に
よ
っ
て
強
調
す
る
﹀
こ
と
を
焦
点
化
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

Ⅰ
︿
出
来
事
が
事
実
﹀
だ
と
の
叙
述
が
﹁
法
﹂
要
素
﹁
ん
﹂
で
示
さ
れ
る

と
、　①　

一
郎
が　

商あ
ち
ね
ー売　

始
み
・
た
・
ん
。　

（
一
郎
が
商
売
を
始
め
た
。）



40

Ⅱ　
︿﹁
ど
ぅ
﹂
付
加
﹀
に
よ
る
焦
点
化
が
﹁
法
﹂
要
素
﹁
る
﹂
で
示
さ
れ

る
と
、

②
ⅰ　

一
郎
が
ど
ぅ　

商あ
ち
ね
ー売　

始
み
・
た
・
る
。

（
商
売
を
始
め
た
の
は
一
郎
だ
。）

②
ⅱ　

一
郎
が　

商あ
ち
ね
ー売
ど
ぅ　

始
み
・
た
・
る
。

（
一
郎
が
始
め
た
の
は
商
売
だ
。）

疑
問
文
で
あ
れ
ば
、﹁
法
﹂
要
素
は
﹁
ん
﹂﹁
る
﹂
に
代
わ
っ
て
、
Ⅲ
~
Ⅴ

が
示
す
よ
う
に
三
つ
の
﹁
法
﹂
要
素
﹁
み
﹂﹁
が
﹂﹁
ら
﹂
が
登
場
す
る
。（
以

後
、
沖
縄
語
に
お
け
る
疑
問
文
は
、
平
叙
文
と
区
別
す
る
た
め
疑
問
符

﹁
？
﹂
を
用
い
る
。）

Ⅲ 

︿
出
来
事
が
事
実
か
ど
う
か
﹀
の
問
い
か
け
が
﹁
法
﹂
要
素
﹁
み
﹂
で

示
さ
れ
る
と
、

③　

一
郎
が 

商あ
ち
ね
ー売　

始
み
・
た
・
み
（
=
始
み
て
ぃ
ー
）
？

（
一
郎
が
商
売
を
始
め
た
の
か
。）

例
文
③
の
現
在
文
で
あ
れ
ば
、﹁
一
郎
が 

商あ
ち
ね
ー売　

始
み
・
い
・
み
（
=

始
み
ー
み
）
？]

に
な
る
。
こ
の
タ
イ
プ
の
疑
問
文
で
は
事
実
か
否
か
が

問
題
に
な
る
の
で
、
通
常
﹁
い
ー
／
ゐ
ー
ゐ
ー
（yiiyii

）﹂（
は
い
／
い
い

え
）
で
返
答
す
る
。

し
か
し
、
問
い
か
け
の
対
象
が
出
来
事
で
は
な
く
、
疑
問
詞
（﹁
誰
﹂

﹁
何
﹂﹁
何
処
﹂
な
ど
）
に
限
定
さ
れ
る
と
、
④
の
例
が
示
す
よ
う
に
法
要

素
は
﹁
が
﹂
に
な
る
。
例
文
⑤
に
お
け
る
法
要
素
﹁
ら
﹂
は
、
主
語
﹁
誰
が
﹂

や
目
的
語
﹁
何
﹂﹁
商
売
﹂
に
﹁
が
﹂
が
付
加
さ
れ
、
焦
点
化
が
起
こ
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

Ⅳ ︿
疑
問
詞
﹀
に
よ
る
問
い
か
け
が
﹁
法
﹂
要
素
﹁
が
﹂
で
示
さ
れ
る
と
、

④
ⅰ　

誰た
ー

が　

商あ
ち
ね
ー売　

始
み
・
た
・
が
？　
　

（
誰
が
商
売
を
始
め
た
の
か
。）

④
ⅱ　

一
郎
が　

何ぬ
ー　

始
み
・
た
・
が
？　
　

（
一
郎
が
何
を
始
め
た
の
か
。）

Ⅴ
︿﹁
が
﹂
付
加
﹀
に
よ
る
焦
点
化
が
﹁
法
﹂
要
素
﹁
ら
﹂
で
示
さ
れ
る
と
、

⑤
ⅰ　

誰た
ー

が
が　

商あ
ち
ね
ー売　

始
み
・
た
・
ら
？　
　

（
い
っ
た
い
誰
が
商
売
を
始
め
た
の
か
。）

⑤
ⅱ　

一
郎
や 

何ぬ
ー

が　

始
み
・
た
・
ら
？　
　

（
一
郎
は
い
っ
た
い
何
を
始
め
た
の
か
。）

⑤
ⅲ　

一
郎
や 　

商あ
ち
ね
ー売
が　

始
み
・
た
・
ら
？　
　

（
一
郎
は
本
当
に
商
売
を
始
め
た
の
か
。）

例
文
②
や
⑤
に
お
け
る
語
句
の
焦
点
化
に
限
ら
な
い
。
次
例
の
⑥
、
⑦

に
お
け
る 

[  

]
の
部
分
で
示
さ
れ
る
よ
う
に
、﹁
始
み
・
ら
ん
﹂（
始
め

な
い
）
で
終
わ
る
文
や 

疑
問
詞
﹁
い
ち
﹂（
い
つ
）
を
含
む
よ
う
な
文
そ
の

も
の
に
対
し
て
も
、
焦
点
化
の
﹁
ど
ぅ
﹂﹁
が
﹂
が
付
加
さ
れ
る
。
そ
れ
で
、

⑥
は
②
ⅰ
、
②
ⅱ
と
同
じ
タ
イ
プ
の
焦
点
化
構
文
で
あ
り
、
⑦
は
⑤
ⅰ
、
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⑤
ⅱ
と
同
じ
タ
イ
プ
の
焦
点
化
構
文
で
あ
る
。
法
要
素
﹁
さ
﹂
は
軽
い
断

定
・
強
調
を
表
す
。

⑥　

一
郎
や　
[
商あ
ち
ね
ー売　

始
み
ら
ん
]
ど
ぅ　

あ
・
て
ー
・
さ
。

（
一
郎
は
商
売
始
め
な
か
っ
た
ん
だ
ね
え
。）

⑦　

一
郎
や　
[ 
い
ち　

商あ
ち
ね
ー売　

始
み
ー
]
が　

す
・
ら
？

（
一
郎
は
い
っ
た
い
い
つ
商
売
を
始
め
る
の
や
ら
。）

こ
の
よ
う
に
、
動
詞
末
尾
の
﹁
法
﹂
要
素
﹁
ん
﹂﹁
る
﹂（
あ
る
い
は
﹁
さ
﹂）

﹁
み
﹂﹁
が
﹂﹁
ら
﹂
に
よ
っ
て
、
平
叙
文
に
お
け
る
︿
叙
実
法
／
直
説
法
﹀

か
︿
焦
点
化
の
法
﹀
な
の
か
、
疑
問
文
に
お
け
る
︿
事
実
か
否
か
の
問
い

か
け
の
法
﹀
か
︿
疑
問
詞
に
よ
る
問
い
か
け
の
法
﹀
か
︿
焦
点
化
の
疑
問

法
﹀
の
い
ず
れ
な
の
か
が
決
定
さ
れ
る
の
で
、
沖
縄
語
の
文
で
は
﹁
法
﹂

が
か
な
り
重
要
な
働
き
を
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
沖
縄
語
で
は
、
疑
問
と
は
区
別
さ
れ
る
確
認
の
用
法
が
あ
る
。

例
文
①
に
お
け
る
︿
事
実
だ
と
の
表
明
﹀
自
体
を
相
手
に
確
認
す
る
の
で

あ
れ
ば
、
文
末
に
く
る
終
助
詞
﹁
な
ー
﹂
に
よ
っ
て
⑧
の
よ
う
な
文
が
成

立
す
る
。
例
文
②
の
ⅰ
、
ⅱ
に
お
け
る
焦
点
化
の
対
象
を
相
手
に
確
認
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
終
助
詞
﹁
ゐ
（yi

）﹂
に
よ
る
⑨
の
ⅰ
、
ⅱ
の
よ
う
な
文

が
成
立
す
る
。

⑧　
[
一
郎
が　

商
売　

始
み
・
た
・
ん
]
な
ー
？　

（
一
郎
が
商
売
を
始
め
た
ん
だ
ね
。）

⑨
ⅰ[
一
郎
が
ど
ぅ　

商
売　

始
み
・
た
・
る
]
ゐ
？

（
商
売
を
始
め
た
の
は
一
郎
な
ん
だ
ね
。）

⑨
ⅱ[
一
郎
が　

商
売
ど
ぅ　

始
み
・
た
・
る
]
ゐ
？

（
一
郎
が
始
め
た
の
は
商
売
な
ん
だ
ね
。）

以
上
の
よ
う
に
、
⑸
、
⑹
に
お
け
る
日
本
語
、
八
重
山
語
、
沖
縄
語
に

お
け
る
動
詞
形
の
音
声
的
な
類
似
点
と
か
相
違
点
は
あ
く
ま
で
も
表
層
的

な
も
の
で
し
か
な
い
。
音
形
の
裏
に
潜
む
し
く
み
を
取
り
出
し
て
み
て
、

は
じ
め
て
①
~
⑨
で
示
し
た
よ
う
に
、
沖
縄
語
の
文
構
成
に
は
い
く
つ
か

の
﹁
法
﹂
要
素
が
直
接
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
、
日
本
語
と
の

基
本
的
な
違
い
が
確
認
で
き
る
。

③
~
⑤
の
和
訳
が
示
す
よ
う
に
、
疑
問
の
終
助
詞
﹁
か
﹂
単
独
で
、
沖

縄
語
に
お
け
る
﹁
法
﹂
要
素
﹁
み
﹂﹁
が
﹂﹁
ら
﹂
の
働
き
を
担
っ
て
い
る
。

①
、
②
に
お
け
る
﹁
法
﹂
要
素
﹁
ん
﹂﹁
る
﹂
に
よ
る
形
式
的
な
区
別
も
、

日
本
語
の
平
叙
文
に
は
な
い
。

﹇
一
、
五
﹈ 

沖
縄
語
の
語
形
成　

日
本
語
で
は
、﹁
お
し
ゃ
べ
り
﹂
や
﹁
嘘

つ
き
﹂
は
︿
行
為
﹀
だ
が
、︿
人
﹀
も
指
す
こ
と
が
で
き
る
。﹁
電
話
で
二
時

間
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
﹂
と
か
﹁
嘘
つ
き
は
泥
棒
の
始
ま
り
﹂
で
は
行
為

だ
が
、﹁
あ
の
人
は
お
し
ゃ
べ
り
だ
﹂
と
か
﹁
あ
の
人
は
嘘
つ
き
だ
﹂
で
は

人
を
指
す
。
後
者
で
は
換
喩
に
よ
る
意
味
変
化
が
起
こ
っ
て
い
る
。
一
方
、

沖
縄
語
で
は
、
行
為
や
形
状
を
表
す
語
か
ら
そ
れ
と
関
係
す
る
人
や
も
の

を
表
す
語
を
形
成
す
る
際
に
は
、
極
め
て
生
産
的
な
五
つ
の
規
則
が
か
か
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わ
っ
て
く
る
（
宮
良 

二
〇
一
九
ⅰ
:
五
九
~
七
〇
頁
）。

例
え
ば
、﹁
ゆ
ん
た
く
﹂
は
︿
お
し
ゃ
べ
り
﹀
と
い
う
行
為
を
意
味
す
る

が
、
❶
名
詞
末
尾
母
音
の
長
音
化
に
よ
る
﹁
ゆ
ん
た
く
ー
﹂
も
、
❷
語
尾

に
﹁
あ
ー
﹂
を
加
え
た
﹁
ゆ
ん
た
か
ー
﹂
も
︿
お
し
ゃ
べ
り
な
人
﹀
を
指
す
。

し
か
し
、
後
者
に
は
常
に
︿
稀
な
、
ひ
と
き
わ
優
れ
た
﹀
の
意
味
合
い
が

つ
き
ま
と
う
。﹁
じ
ん
ぶ
な
ー
﹂（
知
恵
者
）
も
、﹁
ゆ
ん
た
か
ー
﹂
と
同
様
、

﹁
じ
ん
ぶ
ん
﹂（
知
恵
）
と
﹁
あ
ー
﹂
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
。

❸
﹁
ま
ぎ
さ
ん
﹂（
大
き
い
）
と
い
う
形
容
詞
（
語
根
）
か
ら
は
︿
大
き
い

も
の
や
人
﹀
を
指
す
﹁
ま
ぎ
ー
﹂
が
規
則
的
に
形
成
さ
れ
る
の
で
、
そ
こ

か
ら
﹁
ち
ぶ
る　

ま
ぎ
ー
﹂（
頭
の
で
っ
か
い
人
）、﹁
み
ー　

ま
ぎ
ー
﹂（
大

き
な
目
の
人
）
な
ど
が
創
り
出
さ
れ
る
。
❹
動
作
の
主
体
を
表
す
﹁
や
ー
﹂

は
動
詞
（
語
根
）
に
続
く
の
で
、﹁
あ
っ
ち
ゅ
ん
﹂（
忙
し
く
す
る
）
か
ら
は

﹁
海 

あ
っ
ち
ゃ
ー
﹂（
海
で
仕
事
を
す
る
人
）、﹁
と
ぅ
い
ん
﹂（
取
る
、
獲

る
）
か
ら
は
﹁
い
ゆ　

と
ぅ
や
ー
﹂（
魚
を
獲
る
人
）
が
つ
く
ら
れ
る
。
こ

の
種
の
語
形
成
は
、
英
語
のw

ork+er

に
お
け
る+er 
と
驚
く
ほ
ど
類
似

し
て
い
る
。
❺
︿
活
動
拠
点
﹀
を
表
す
名
詞
﹁
う
み
﹂（
海
）、﹁
う
ち
な
ー
﹂

（
沖
縄
）、﹁
や
ま
と
ぅ
﹂（
大
和
、
他
府
県
）
な
ど
に
続
く
﹁
ん
ち
ゅ
﹂
を

使
え
ば
、﹁
う
み
ん
ち
ゅ
﹂（
海
を
活
動
拠
点
と
す
る
人
、
漁
師
）、﹁
う
ち

な
ー
ん
ち
ゅ
﹂（
沖
縄
出
身
の
人
）、﹁
や
ま
と
ぅ
ん
ち
ゅ
﹂（
大
和
の
人
=

他
府
県
の
人
）
の
よ
う
な
語
が
規
則
的
に
い
く
つ
も
創
り
出
さ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
沖
縄
語
で
は
、
名
詞
、
動
詞
（
語
根
）
に
対
し
て
﹁
あ

ー
﹂﹁
ん
ち
ゅ
﹂﹁
や
ー
﹂（=

接
尾
辞
）
な
ど
を
続
け
た
り
、
名
詞
や
形
容

詞
（
語
根
）
の
末
尾
母
音
を
長
め
た
り
し
て
、︿
人
や
も
の
﹀
を
表
す
語
が

い
く
つ
も
規
則
的
に
形
成
さ
れ
る
と
い
う
点
は
、
日
本
語
に
は
み
ら
れ
な

い
特
徴
で
あ
る
。

二
、「
し
ま
く
と
ぅ
ば
」
の
現
状
と
課
題

﹁
し
ま
く
と
ぅ
ば
﹂
と
は
、
村
よ
り
も
小
さ
い
行
政
区
画
﹁
し
ま
﹂
を
単

位
と
す
る
伝
統
的
な
こ
と
ば
の
こ
と
だ
が
、
総
称
的
に
﹁
琉
球
諸
語
﹂
全

体
を
も
指
す
こ
と
が
で
き
る
。﹁
し
ま
く
と
ぅ
ば
﹂
は
一
〇
〇
〇
年
以
上

も
前
に
日
本
語
と
は
同
一
の
祖
語
か
ら
分
岐
し
た
と
さ
れ
る
が
、
一
八
七

九
年
の
廃
藩
置
県
を
機
に
、
明
治
政
府
に
よ
っ
て
、
少
数
者
の
言
語
で
あ

る
﹁
し
ま
く
と
ぅ
ば
﹂
か
ら
支
配
的
言
語
の
日
本
語
へ
の
乗
り
換
え
が
同

化
政
策
と
し
て
否
応
な
し
に
推
し
進
め
ら
れ
た
。
琉
球
列
島
に
お
い
て
一

〇
〇
〇
年
以
上
に
わ
た
り
先
祖
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
言
語
な
の
に
も

か
か
わ
ら
ず
﹁
日
本
語
の
方
言
﹂
だ
と
さ
れ
、
方
言
は
家
庭
内
で
、
学
校

や
公
の
場
で
は
日
本
語
を
使
用
す
る
と
い
う
乗
り
換
え
が
今
な
お
正
当
化

さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。

そ
の
乗
り
換
え
は
、
行
き
過
ぎ
た
標
準
語
励
行
に
始
ま
り
、
い
つ
の
間

に
か
﹁
し
ま
く
と
ぅ
ば
﹂
の
撲
滅
運
動
と
い
う
植
民
地
化
に
発
展
し
て
い

く
。
挙
げ
句
の
果
て
は
、
戦
時
下
で
方
言
を
話
す
住
民
を
ス
パ
イ
視
し
て

虐
殺
す
る
と
い
う
事
件
ま
で
も
起
こ
し
て
い
る
（
琉
球
新
報
二
〇
二
三
年

八
月
一
五
日
号
）。

し
か
し
な
が
ら
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
け
る
﹁
言
語
の
権
利
に
関
す
る
世

界
宣
言
﹂（
一
九
九
六
年
六
月
六
日
）
以
来
、
少
数
者
の
言
語
で
あ
っ
て
も
、
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支
配
的
言
語
と
等
し
く
母
語
と
し
て
自
由
に
使
う
権
利
と
し
て
、
言
語
権

が
基
本
的
人
権
と
し
て
保
障
さ
れ
て
い
る
。
過
去
の
同
化
政
策
の
正
当
化

を
是
正
す
る
こ
と
な
く
、﹁
し
ま
く
と
ぅ
ば
﹂
を
母
語
と
し
て
自
由
に
使

う
と
い
う
言
語
権
が
奪
わ
れ
た
状
態
が
一
四
〇
年
余
も
の
長
期
に
渡
っ
て

続
い
た
こ
と
が
、
取
り
も
直
さ
ず
今
日
の
絶
滅
の
危
機
を
招
い
て
い
る
の

は
疑
う
余
地
は
な
い
。

﹇
二
、
一
﹈ 「
し
ま
く
と
ぅ
ば
」
の
現
状　

日
本
の
方
言
学
会
で
は
長
き

に
わ
た
っ
て
﹁
日
本
語
は
内
地
方
言
と
琉
球
方
言
に
大
別
さ
れ
る
﹂（
東
条 

一
九
二
七
）
と
さ
れ
て
き
た
。
一
方
、
二
〇
〇
九
年
二
月
二
一
日
﹁
国
際

母
語
の
日
﹂
に
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
危
機
言
語
地
図
で
は
、
日
本
国
内
に
お

け
る
固
有
な
言
語
と
し
て
、
日
本
語
や
ア
イ
ヌ
語
の
他
に
、
六
つ
の
琉
球

の
言
語
と
八
丈
語
が
加
え
ら
れ
た
。
し
か
も
、﹁
し
ま
く
と
ぅ
ば
﹂
は
絶

滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
言
語
だ
と
の
厳
し
い
査
定
を
受
け
て
い
る
。

国
連
Ｂ
規
約
（
市
民
的
お
よ
び
政
治
的
権
利
）
人
権
委
員
会
（
二
〇
〇

八
年
一
〇
月
三
〇
日
）
や
国
連
人
種
差
別
撤
廃
委
員
会
（
二
〇
一
四
年
八

月
二
九
日
）
も
言
語
権
に
基
づ
く
人
権
侵
害
や
差
別
撤
廃
を
唱
え
、
琉
球

や
ア
イ
ヌ
の
子
ど
も
た
ち
に
伝
統
的
な
言
語
、
歴
史
、
文
化
を
教
科
と
し

て
学
校
現
場
で
教
え
る
必
要
性
を
日
本
政
府
に
勧
告
し
て
い
る
。
英
語
、

中
国
語
、
韓
国
語
な
ど
の
外
国
語
の
教
科
は
あ
る
の
に
、
自
分
た
ち
の
こ

と
を
知
る
た
め
の
原
点
と
な
る
﹁
し
ま
く
と
ぅ
ば
﹂
の
危
機
的
状
況
を
目

の
あ
た
り
に
し
な
が
ら
も
、﹁
し
ま
く
と
ぅ
ば
﹂
を
教
科
と
し
て
学
校
教

育
に
導
入
す
る
こ
と
す
ら
で
き
ず
に
い
る
。
一
〇
〇
〇
年
以
上
に
わ
た
っ

て
祖
先
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
こ
と
ば
な
の
に
、
こ
の
時
代
で
絶
滅
さ
せ

る
こ
と
が
許
さ
れ
て
良
い
は
ず
は
な
い
。

﹇
二
、
二
﹈ 「
し
ま
く
と
ぅ
ば
」
継
承
の
意
義　

言
語
は
意
思
伝
達
の
手

段
で
は
あ
る
が
、
発
話
者
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
と
も
深
く
か
か
わ
っ

て
い
る
。

例
え
ば
、
沖
縄
語
が
描
き
出
す
精
神
世
界
で
は
、
自
分
た
ち
は
﹁
う
ち

な
ー
ん
ち
ゅ
﹂（
沖
縄
の
人
）、
他
府
県
の
人
た
ち
は
﹁
や
ま
と
ぅ
ん
ち
ゅ
﹂

（
大
和
の
人
）
と
し
て
区
別
す
る
。
日
本
語
は
﹁
や
ま
と
ぅ
ぐ
ち
﹂
と
呼
び
、

自
分
た
ち
の
こ
と
ば
の
﹁
う
ち
な
ー
ぐ
ち
﹂（
沖
縄
語
）
と
し
て
区
別
す
る

よ
う
に
、﹁
や
ま
と
ぅ
﹂
と
﹁
う
ち
な
ー
﹂
は
ま
っ
た
く
相
反
す
る
概
念
で

あ
る
。
そ
の
﹁
や
ま
と
ぅ
﹂
と
は
元
来
、
奈
良
時
代
や
そ
れ
以
前
の
﹁
日

本
﹂
を
表
す
言
葉
で
あ
り
、﹁
う
ち
な
ー
ん
ち
ゅ
﹂
は
﹁
日
本
人
﹂
で
は
あ

っ
て
も
、﹁
や
ま
と
ぅ
ん
ち
ゅ
﹂
で
は
な
い
。

八
重
山
語
の
精
神
世
界
に
お
い
て
も
ま
っ
た
く
同
様
、
日
本
語
は
﹁
や

ま
と
ぅ
む
に
﹂（
日
本
語
）
と
呼
び
、
自
分
た
ち
の
言
語
の
﹁
や
い
ま
む
に
﹂

（
八
重
山
語
）
と
呼
ん
で
区
別
し
、
自
分
た
ち
は
﹁
や
い
ま
ぷ
ぃ
と
ぅ
﹂

（
八
重
山
の
人
）、
他
府
県
の
人
た
ち
は
﹁
や
ま
と
ぅ
ぷ
ぃ
と
ぅ
﹂（
大
和

の
人
）
と
し
て
区
別
す
る
。（
註
４
） 

さ
ら
に
、
沖
縄
本
島
の
人
た
ち
は
﹁
う

く
ぃ
な
ー
ぷ
ぃ
と
ぅ
﹂（
沖
縄
の
人
）
で
、
沖
縄
本
島
の
人
た
ち
の
言
語
を

﹁
う
く
ぃ
な
ー
む
に
﹂（
沖
縄
語
）
と
呼
ぶ
。
こ
の
よ
う
に
﹁
う
く
ぃ
な
ー
﹂

と
﹁
や
い
ま
﹂
は
相
反
す
る
概
念
で
あ
る
。

そ
れ
で
、
八
重
山
の
地
を
離
れ
る
こ
と
を
﹁
た
ぶ
ぃ
﹂（
旅
）
と
い
う
こ
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と
ば
を
使
っ
て
、﹁
ふ
ぁ
ー
や　

む
ー
る　

た
ぶ
ぃ
か
い
ど
ぅ　

は
ら
し

ぇ
ー
る
ぃ
﹂（
子
ど
も
は
み
ん
な
旅
に
行
か
せ
て
い
る
=
八
重
山
を
離
れ

て
生
活
さ
せ
て
い
る
）
の
よ
う
な
表
現
を
す
る
が
、
沖
縄
本
島
へ
は
﹁
う

く
ぃ
な
ー
た
ぶ
ぃ
﹂（
沖
縄
へ
の
旅
）、
他
府
県
へ
は
﹁
や
ま
と
ぅ
た
ぶ
ぃ
﹂

（
本
土
へ
の
旅
）、
中
国
へ
は
﹁
と
ー
た
ぶ
ぃ
﹂（
中
国
へ
の
旅
）
と
い
う
。

沖
縄
語
で
は
、﹁
と
ー
た
び
﹂
は
あ
の
世
へ
の
旅
立
ち
を
も
意
味
す
る
。

言
語
圏
の
違
い
を
表
す
﹁
や
ま
と
ぅ
﹂﹁
う
ち
な
ー
﹂﹁
や
い
ま
﹂
は
、
文

化
圏
の
象
徴
（
シ
ン
ボ
ル
）
で
も
あ
る
。
日
本
語
の
﹁
山
﹂
は
、
沖
縄
語
の

﹁
や
ま
﹂
と
は
同
じ
概
念
で
は
な
い
。
沖
縄
語
で
は
︿
低
地
で
も
木
が
茂

っ
て
い
る
と
こ
ろ
﹀
は
﹁
や
ま
﹂
で
あ
る
。﹁
川
﹂
に
対
応
す
る
沖
縄
語
は

﹁
か
ー
﹂
だ
が
、﹁
か
ー
﹂
は
︿
湧
泉
、
井
戸
﹀
を
意
味
し
、﹁
か
ー
ら
﹂
が

︿
川
﹀
で
あ
る
。

日
本
語
の
﹁
兄
弟
﹂
に
対
応
す
る
の
が
沖
縄
語
の
﹁
ち
ょ
ー
で
ー
﹂
だ

が
、
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
︿
兄
弟
姉
妹
﹀
で
あ
る
。﹁
ち
ょ
ー
で
ー
﹂
は
本

来
、
男
女
差
や
年
齢
差
を
意
識
し
な
い
広
い
概
念
な
の
で
、
男
女
差
を
意

識
す
る
際
に
は
﹁
う
ぃ
な
ぐ
﹂（
女
）、﹁
う
ぃ
き
が
﹂（
男
）
を
使
う
こ
と
に

よ
っ
て
初
め
て
﹁
う
ぃ
な
ぐ　

ち
ょ
ー
で
ー
﹂（
姉
妹
）、﹁
う
ぃ
き
が　

ち

ょ
ー
で
ー
﹂（
兄
弟
）
が
形
成
さ
れ
る
。（
註
５
） 

そ
こ
に
は
、
男
女
差
や
年
齢

差
を
意
識
し
た
﹁
姉
﹂﹁
妹
﹂﹁
兄
﹂﹁
弟
﹂
と
い
う
語
彙
か
ら
﹁
姉
妹
﹂、﹁
兄

弟
﹂
が
形
成
さ
れ
る
と
い
う
日
本
語
の
概
念
構
成
と
の
違
い
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
日
本
語
と
沖
縄
語
の
語
彙
概
念
の
違
い
は
、
我
々
を
取
り

囲
む
自
然
や
社
会
生
活
を
反
映
し
た
も
の
の
見
方
考
え
方
の
違
い
か
ら
く

る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

﹁
出い
ち
ゃ逢

り
ば
ち
ょ
ー
で
ー
﹂︿
出
逢
え
ば
も
は
や
兄
弟
姉
妹
も
同
然
﹀
と

い
う
格
言
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、﹁
ち
ょ
ー
で
ー
﹂
自
体
が
性
別
と
か
、

年
齢
の
上
下
に
縛
ら
れ
な
い
広
い
概
念
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
分
け
隔
て
が

な
い
親
密
な
関
係
性
を
取
り
上
げ
て
、
人
付
き
合
い
に
お
い
て
も
大
切
だ

と
教
え
さ
と
す
こ
と
に
な
る
。

沖
縄
語
圏
で
生
活
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
語
し
か
知
ら
な

い
沖
縄
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
自
分
た
ち
を
取
り
ま
く
沖
縄
の
自

然
や
社
会
の
姿
を
反
映
し
た
も
の
の
見
方
考
え
方
で
は
な
く
、
異
な
る
自

然
や
社
会
を
反
映
し
た
日
本
語
の
概
念
で
も
の
ご
と
を
感
じ
取
る
し
か
他

に
術
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
ね
じ
れ
は
、
本
来
の
自
分
自
身

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
失
う
危
険
性
を
孕
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
こ
そ
母
語
を
失
っ
た
姿
で
あ
り
、
ま
さ
し
く
人
権
問
題
で
あ
る
。

一
八
七
九
年
の
廃
藩
置
県
以
来
、
約
一
四
〇
年
も
の
間
、
母
語
を
自

由
に
使
う
と
い
う
権
利
が
﹁
他
者
﹂
に
よ
っ
て
奪
わ
れ
、
い
つ
の
間
に
か

そ
の
権
利
を
放
棄
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
視
点
か
ら
は
、

﹁
し
ま
く
と
ぅ
ば
﹂
の
普
及
は
失
っ
た
言
語
権
を
回
復
し
よ
う
と
す
る
運

動
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
言
語
は
文
化
の
基
層
を
成
す
も
の
な
の
で
、
日
本
国

内
に
お
け
る
言
語
の
多
様
性
は
文
化
の
多
様
性
と
い
う
豊
か
さ
に
つ
な
が

る
と
い
う
観
点
か
ら
し
て
も
﹁
し
ま
く
と
ぅ
ば
﹂
の
復
興
を
推
し
進
め
る

の
は
国
民
に
と
っ
て
も
歓
迎
す
べ
き
社
会
行
動
だ
と
思
わ
れ
る
。

﹇
二
、
三
﹈  「
し
ま
く
と
ぅ
ば
」
の
普
及　

少
子
化
が
進
み
、
小
中
学
校
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で
は
空
き
教
室
が
増
え
る
と
い
う
事
態
へ
の
対
応
策
と
し
て
、
文
科
省
が

全
国
の
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
に
対
し
て
空
き
教
室
を
利
用
し
て
高
齢

者
と
児
童
生
徒
の
交
流
の
場
と
す
る
よ
う
に
と
い
う
通
達
が
新
聞
記
事
の

一
面
を
飾
っ
た
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。
放
課
後
、
地
域
の
児
童
生
徒
に
地

域
の
大
人
た
ち
が
地
域
の
伝
統
的
な
こ
と
ば
（
す
な
わ
ち
、﹁
し
ま
く
と

ぅ
ば
﹂）
を
教
え
て
は
ど
う
か
と
い
う
考
え
が
ひ
ら
め
い
た
。

早
速
、
有
志
の
方
々
に
呼
び
か
け
、
四
ヶ
月
間
の
準
備
を
し
て
、
二
〇

〇
〇
年
一
〇
月
二
一
日
に
﹁
沖
縄
方
言
普
及
協
議
会
﹂（
後
に
﹁
Ｎ
Ｐ
Ｏ
沖

縄
県
沖
縄
語
普
及
協
議
会
﹂
に
改
称
）
を
創
設
し
た
の
が
、
本
格
的
な
規

模
の
沖
縄
語
の
普
及
活
動
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。

筆
者
は
同
会
事
務
局
長
と
し
て
、
そ
の
三
ヶ
月
後
の
翌
年
初
め
に
は
沖

縄
語
の
表
記
法
を
提
案
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
て
意
見
を
交
換
し
、

新
聞
紙
上
で
も
具
体
的
な
提
案
を
何
度
と
な
く
連
載
し
て
も
ら
い
、
そ
の

試
み
を
世
に
問
い
か
け
た
。
そ
れ
に
基
づ
い
て
沖
縄
語
の
初
級
用
教
本

﹃
は
じ
み
ら
な　

う
ち
な
ー
ぐ
ち
﹄
を
出
版
し
、
そ
の
翌
々
年
に
は
沖
縄

語
に
よ
る
季
刊
紙
﹃
沖
縄
方
言
新
聞
﹄（
後
に
、﹃
沖
縄
語
新
聞
﹄
に
改
名
）

を
発
行
し
、
現
在
も
続
い
て
い
る
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
沖
縄
県
沖
縄
語
普
及
協
議
会

（
編
） （
二
〇
二
〇
年
）
を
参
照
）。
他
に
も
、
数
々
の
沖
縄
語
の
講
師
養

成
講
座
、
講
演
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
開
催
し
、
沖
縄
語
の
中
級
用

教
本
﹃
沖
縄
ぬ
暮
ら
し
と
ぅ
昔
話
﹄
の
出
版
、
小
学
校
で
の
教
育
実
践
な

ど
も
行
な
っ
て
き
た
。
詳
細
は
、
創
立
十
周
年
記
念
誌
﹃
世
果
報
﹄（
二
〇

一
〇
年
）
を
参
照
の
こ
と
。

普
及
活
動
の
中
で
も
、
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
九
月
一
八
日
を
﹁
く
と

ぅ
ば
﹂
の
語
呂
合
わ
せ
で
﹁
し
ま
く
と
ぅ
ば
ぬ
日
﹂
と
定
め
、
二
〇
〇
五

年
九
月
一
八
日
に
お
け
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
前
記
﹁
言
語
の
権
利
に
関
す

る
世
界
宣
言
﹂
を
受
け
て
﹁
し
ま
く
と
ぅ
ば
ぬ
日
﹂
宣
言
（
資
料
１
を
参

照
）
を
発
表
し
、
そ
の
宣
言
内
容
の
実
施
を
国
や
県
の
行
政
当
局
に
要
請

し
た
。
そ
の
翌
年
に
は
、
沖
縄
県
議
会
が
﹁
し
ま
く
と
ぅ
ば
の
日
に
関
す

る
条
例
﹂（
資
料
２
を
参
照
）
を
制
定
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
県
条
例
に
基
づ
く
沖
縄
県
の
﹁
し
ま
く
と
ぅ
ば
﹂
に

関
す
る
普
及
事
業
は
自
ら
が
実
践
の
主
体
と
は
な
ら
ず
に
、
い
く
つ
か
の

民
間
団
体
に
ほ
と
ん
ど
預
け
っ
ぱ
な
し
で
、
教
育
実
践
と
い
う
重
要
な
課

題
も
先
送
り
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
の
是
正
を
図
る
た
め
、
二
〇
一
六

年
に
Ｎ
Ｐ
０
沖
縄
県
沖
縄
語
普
及
協
議
会
は
他
の
三
団
体
と
合
同
で
﹁
し

ま
く
と
ぅ
ば
普
及
セ
ン
タ
ー
﹂
設
置
を
沖
縄
県
に
要
請
し
、
早
速
二
〇
一

七
年
に
は
実
現
し
た
も
の
の
、﹁
し
ま
く
と
ぅ
ば
﹂
の
話
者
は
減
少
す
る

ば
か
り
で
十
分
な
成
果
は
あ
が
っ
て
い
な
い
。

同
セ
ン
タ
ー
が
ま
ず
着
手
す
べ
き
こ
と
は
、﹁
し
ま
く
と
ぅ
ば
﹂（
い
わ

ゆ
る
﹁
琉
球
諸
語
﹂）
と
日
本
語
の
関
係
は
姉
妹
語
の
関
係
に
あ
り
、
琉
球

諸
語
は
﹁
日
本
語
の
方
言
で
は
決
し
て
な
い
﹂
こ
と
を
県
民
に
対
し
て
明

確
に
公
表
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
れ
に
、
同
セ
ン
タ
ー
が
現
在
推
進
中
の
ア
ー
カ
イ
ブ
事
業
は
、﹁
し

ま
く
と
ぅ
ば
﹂
の
危
機
的
状
況
か
ら
の
脱
却
を
図
る
た
め
普
及
・
継
承
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
目
的
と
そ
の
緊
急
性
か
ら
は
大
き
く
か
け
離

れ
て
い
る
の
で
、
軌
道
修
正
が
必
要
で
あ
る
。
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資料１

 

                              平成 17 年 9月 18 日 

 

 

         ２００５年「しまくとぅばぬ日」宣言 

 

 ２００５年９月１８日の第１回「しまくとぅばぬ日」（場所：那覇市中央公民館）に

おける「ふぃるみらな しまくとぅば」シンポジウムの場を借りて、「しまくとぅば」

の重要性に鑑み、次の宣言を採択する。今後、「言語の権利に関する世界宣言」が国連

における国際条約として認定される動きに伴い、この宣言が速やかに実施されることを

本集会の名において国や県の行政当局に要請する。 

 

１. １９９６年６月６日のバルセロナにおける「言語の権利に関する世界宣言」に 

基づき、沖縄県内では沖縄語（沖縄本島とその周辺離島）、宮古語（宮古郡）、 

八重山語（与那国を除く八重山郡）、与那国語（与那国島）という地域固有の言語の 

共同体を認める。 

 ＊「しまくとぅば」は、通常その４つの言語をさらに細分化した地域語を指すものと 

する。 

 

２. 上記における言語共同体の構成員は以下に掲げる不可侵の個人的権利を有する。 

１）私的にも公的にもその言語を使用する権利 

２）地域固有の言語による自己表現能力を育成する教育を受ける権利 

３）公的機関や社会的な場において、その言語で応待を受ける権利 

 

２. 上記の言語共同体は、その固有言語が将来にわたり継承されることを可能にする 

ために必要な財源を組織化し、管理する集団的権利を有する。 

 

以上、宣言する。 

 

                  「しまくとぅばぬ日」制定事業実行委員会 

                             沖縄語普及協議会 

３.
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○しまくとぅばの日に関する条例 

平成18年３月31日条例第35号 

しまくとぅばの日に関する条例をここに公布する。 

しまくとぅばの日に関する条例 

（趣旨） 

第１条 県内各地域において世代を越えて受け継がれてきたしまくとぅばは、本県文化の基層であ

り、しまくとぅばを次世代へ継承していくことが重要であることにかんがみ、県民のしまくとぅ

ばに対する関心と理解を深め、もってしまくとぅばの普及の促進を図るため、しまくとぅばの日

を設ける。 

（しまくとぅばの日） 

第２条 しまくとぅばの日は、９月18日とする。 

（事業） 

第３条 県は、しまくとぅばの日の啓発に努めるとともに、その日を中心としてしまくとぅばの普

及促進のための事業を行うものとする。 

２ 県は、市町村及び関係団体に対し、しまくとぅばの普及促進のための事業が行われるよう協力

を求めるものとする。 

附 則 

この条例は、公布の日から施行する。 

資料2
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む
し
ろ
、
現
在
再
建
中
の
歴
史
的
建
造
物
を
﹁
首
里
城
正
殿
﹂
と
か
で

は
な
く
本
来
の
名
称
の
﹁
御う
む
ん
だ
し
ー

百
浦
添
御う
ど
ぅ
ん殿
﹂
を
復
活
し
た
り
、
羽
衣
伝
説

発
祥
の
地
を
﹁
森
の
川
﹂
か
ら
﹁
杜む
い

ぬ
湧か

ー泉
﹂
に
訂
正
し
た
り
、
文
化
遺
産

で
あ
れ
ば
日
本
語
表
記
の
﹁
組
踊
﹂
で
は
な
く
沖
縄
語
の
﹁
組
く
み
を
ぅ
ど
ぅ

踊
い
﹂
で
登

録
す
る
と
い
う
よ
う
な
﹁
し
ま
く
と
ぅ
ば
﹂
本
来
の
姿
を
取
り
戻
す
運
動

を
率
先
し
て
展
開
す
る
こ
と
な
ど
も
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

さ
ら
に
、
地
名
の
標
識
、
宣
伝
広
告
、
商
標
、
名
所
旧
跡
の
説
明
、
空

手
や
芸
能
関
係
書
の
中
で
﹁
し
ま
く
と
ぅ
ば
﹂
を
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入
れ

る
と
い
う
事
業
も
必
要
で
あ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
沖
縄
、
宮
古
、
八

重
山
、
与
那
国
の
暮
ら
し
の
中
に
新
鮮
な
イ
メ
ー
ジ
を
吹
き
込
み
な
が
ら

も
、
県
民
一
人
ひ
と
り
に
自
己
啓
発
を
促
す
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
な
れ

ば
、
最
終
的
に
は
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
も
期
待
で
き
る
。

﹇
二
、
四
﹈ 「
し
ま
く
と
ぅ
ば
」
教
育
に
向
け
て
の
提
案　
﹁
し
ま
く
と
ぅ

ば
﹂
教
育
に
向
け
て
、
モ
デ
ル
と
す
べ
き
格
好
の
事
例
が
あ
る
。

北
海
道
松
前
町
は
著
名
な
金
子
鴎
亭
と
い
う
書
家
の
出
身
地
で
、
二
〇

〇
八
年
に
﹁
文
化
や
歴
史
を
尊
ぶ
と
と
も
に
、
書
を
愛
す
る
心
を
育
て
る
﹂

と
い
う
独
自
の
教
育
指
針
条
例
を
施
行
し
た
。
さ
ら
に
、
学
習
指
導
要
領

に
よ
ら
な
い
独
自
の
教
育
課
程
を
設
置
で
き
る
﹁
教
育
課
程
特
例
校
﹂
の

指
定
を
文
科
省
か
ら
受
け
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
二
〇
一
〇
年
度
か
ら
町
内

の
全
小
学
校
に
﹁
国
語
科
﹂
と
は
別
に
﹁
書
道
科
﹂
を
新
設
し
て
、
年
間
三

〇
時
間
ほ
ど
の
授
業
を
全
学
年
で
導
入
し
て
い
る
。
松
前
中
学
校
も
、
二

〇
一
五
年
度
か
ら
﹁
書
道
科
﹂
を
編
成
し
た
。

授
業
は
、
地
元
の
書
家
が
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
な
り
、
教
科
担
任
と
一
緒

に
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
と
い
う
。

ま
ず
は
言
語
権
の
回
復
を
理
由
に
、
沖
縄
県
内
に
お
い
て
﹁
し
ま
く
と

ぅ
ば
﹂
教
育
の
﹁
教
育
課
程
特
例
校
﹂
指
定
を
受
け
、
な
る
べ
く
早
い
時

期
に
﹁
し
ま
く
と
ぅ
ば
科
﹂（
註
６
）
の
設
置
を
文
科
省
に
要
請
す
べ
き
で
あ

る
。
そ
う
す
れ
ば
、
夏
休
み
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
機
会
を
利
用
し
て
年
間

三
〇
時
間
ほ
ど
の
授
業
の
導
入
を
目
標
と
し
て
掲
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

﹁
し
ま
く
と
ぅ
ば
﹂
の
講
師
養
成
に
し
て
も
、
例
え
ば
、
生
涯
教
育
の

一
環
と
し
て
﹁
し
ま
く
と
ぅ
ば
大
学
﹂
と
銘
打
ち
、
言
語
の
専
門
家
に
よ

る
基
礎
講
座
を
集
中
的
に
一
年
間
ほ
ど
受
講
し
、
そ
の
修
了
証
で
も
っ
て

講
師
資
格
を
認
定
し
、
講
師
資
格
者
の
所
属
す
る
地
元
の
学
校
や
社
会
教

育
施
設
に
派
遣
・
配
置
す
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
。
そ
う
す
れ

ば
、
地
域
の
伝
統
的
な
こ
と
ば
（﹁
し
ま
く
と
ぅ
ば
﹂）
を
そ
の
地
域
の
大

人
た
ち
が
そ
の
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
教
え
る
こ
と
で
、﹁
し
ま
く
と
ぅ

ば
﹂
の
多
様
性
が
維
持
で
き
る
。

二
〇
一
六
年
に
﹁
し
ま
く
と
ぅ
ば
普
及
セ
ン
タ
ー
﹂
設
置
を
要
請
し
た

際
に
文
書
で
も
本
節
と
同
様
な
提
案
を
し
、﹁
沖
縄
県
し
ま
く
と
ぅ
ば
普

及
推
進
専
門
部
会
﹂
な
ど
で
も
委
員
と
し
て
幾
度
と
な
く
同
提
案
を
し
て

き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
の
進
展
も
み
ら
れ
な
い
状
況
が
今
な
お
続
い

て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
県
教
育
行
政
部
局
が
﹁
し
ま
く
と
ぅ
ば
﹂
を
教
科
と

し
て
学
校
教
育
に
導
入
す
る
の
を
あ
ま
り
に
も
長
い
間
躊
躇
し
続
け
て
い

る
た
め
、﹁
し
ま
く
と
ぅ
ば
﹂
普
及
事
業
は
完
全
に
滞
っ
て
い
る
。
そ
の
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打
開
策
と
し
て
、
早
急
に
民
間
団
体
主
導
の
公
開
討
論
の
場
を
設
定
し
、

﹁
し
ま
く
と
ぅ
ば
﹂
教
育
実
践
の
具
体
策
に
つ
い
て
真
剣
な
議
論
を
重
ね

た
う
え
で
県
の
関
係
当
局
に
意
見
書
を
提
出
し
、
そ
の
提
言
内
容
を
多
く

の
県
民
が
共
有
し
、
再
出
発
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

﹇
二
、
五
﹈ 「
し
ま
く
と
ぅ
ば
」
の
教
材
製
作　

危
機
言
語
の
復
興
に

は
﹁
規
範
的
な
文
法
書
﹂
が
必
要
と
さ
れ
る
。
そ
れ
が
あ
れ
ば
、
初
級
用
、

中
級
用
、
上
級
用
と
教
本
を
い
く
つ
も
製
作
で
き
る
。

二
〇
〇
九
年
に
危
機
言
語
に
指
定
さ
れ
た
シ
シ
リ
ー
語
は
す
ぐ
に
学
校

教
育
へ
の
導
入
が
実
施
さ
れ
た
が
、
当
初
は
'
規
範
的
な
文
法
書
'
が
無

く
言
語
教
材
の
作
成
に
問
題
を
抱
え
て
い
た
と
い
う
。

そ
の
よ
う
な
事
情
を
知
っ
て
、
個
人
的
に
取
り
組
ん
だ
の
が
、﹃
う
ち

な
ー
ぐ
ち
︱
し
く
み
と
解
説
﹄（
二
〇
一
九
年
）
と
、
そ
の
補
助
教
材
と

な
る
﹃
竹
取
や
ー
御
主
翁
ぬ
物
語
﹄（
二
〇
一
九
年
）
と
﹃
う
ち
な
ー
ぐ
ち

活
用
辞
典
﹄（
二
〇
二
一
年
）
の
出
版
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
八
重
山
語
の

'
規
範
的
な
文
法
書
'
と
し
て
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
通
し
て

﹃
や
い
ま
む
に
︱
し
く
み
と
解
説
﹄（
二
〇
二
一
年
）
を
出
版
し
、
現
在

い
く
つ
か
の
教
本
を
製
作
中
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
'
規
範
的
な
文
法
書
'
に
裏
付
け
さ
れ
た
教
本
制
作
が

危
機
的
な
状
況
下
に
お
い
て
急
務
と
さ
れ
て
い
る
。

三
、 

結
び

あ
く
ま
で
も
持
論
で
は
あ
る
が
、
琉
球
の
各
言
語
が
存
続
す
る
限
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
共
同
体
は
常
に
そ
の
言
語
を
基
層
と
す
る
文
化
の
中
心

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
失
え
ば
、
独
自
の
文
化
も
大
き

な
日
本
文
化
の
一
部
と
し
て
大
き
な
変
容
を
遂
げ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の

う
ち
消
滅
し
て
い
く
の
は
目
に
見
え
て
い
る
。
一
〇
〇
〇
年
以
上
に
わ
た

り
先
祖
代
々
受
け
継
い
で
き
た
伝
統
的
な
言
語
と
い
う
精
神
遺
産
を
通
し

て
、
子
ど
も
た
ち
が
祖
先
と
つ
な
が
り
、
そ
の
よ
う
な
体
験
を
共
有
す
る

こ
と
で
、
地
域
と
の
連
帯
感
が
生
ま
れ
、
そ
れ
が
誇
り
や
自
信
に
つ
な
が

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
今
後
は
、
豊
か
な
心
を
育
む
、
活
気
あ
る
地
域
社

会
創
り
を
す
る
う
え
で
も
、
琉
球
の
各
言
語
を
必
要
不
可
欠
な
資
源
と
し

て
活
用
す
べ
き
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

﹁
し
ま
く
と
ぅ
ば
﹂
教
育
実
践
の
先
に
見
え
て
く
る
の
は
、
琉
球
固
有

の
言
語
（﹁
沖
縄
語
﹂﹁
八
重
山
語
﹂﹁
宮
古
語
﹂
な
ど
）
に
か
ん
す
る
教
科

の
設
置
で
あ
る
。
そ
れ
が
定
着
す
れ
ば
、
選
択
科
目
と
し
て
国
内
外
の
ど

こ
で
も
誰
で
も
学
べ
る
よ
う
に
な
る
し
、
さ
ら
に
個
別
の
言
語
を
教
え
る

教
師
と
い
う
職
業
が
必
要
に
な
り
、
新
た
な
雇
用
を
生
む
こ
と
に
も
な
る
。

註1　

連
濁
に
よ
る
音
変
化
が
起
こ
る
と
﹁
く
ち
﹂
は
﹁
ぐ
ち
﹂
に
な
る
。
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2　

後
柏
原
天
皇
の
謎
立
て
﹁
母
に
は
二
た
び
会
ひ
た
れ
ど
も
父
に
は

一
度
も
会
は
ず
﹂（
一
五
一
六
年
）
に
対
す
る
答
え
が
﹁
唇
﹂
だ
と
言
う
。

そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、﹁
母
﹂
が
古
い
発
音
の
﹁
ぱ
ぱ
﹂
と
か
﹁
ふ

ぁ
ふ
ぁ
﹂
で
あ
れ
ば
、
両
唇
が
二
度
会
う
こ
と
に
な
る
。

3　

与
那
国
語
は
、﹁
あ
﹂﹁
い
﹂﹁
う
﹂
の
三
母
音
の
体
系
で
あ
る
（
池
間 

一
九
九
八
）。
こ
こ
で
の
六
つ
の
母
音
と
は
、
正
確
に
は
六
つ
の
母
音

音
素
の
こ
と
で
あ
る
。

4　

八
重
山
語
彙
の
﹁
ぷ
ぃ
﹂﹁
く
ぃ
﹂﹁
ぶ
ぃ
﹂
と
か
、
⑴
ⅱ
の
﹁
つ
ぃ
﹂

に
お
け
る
﹁
ぃ
﹂
と
は
、[
一
、
二
]
節
の
最
終
段
落
で
取
り
上
げ
た
よ

う
に
口
蓋
化
を
誘
発
し
な
い
﹁
イ
﹂
を
指
し
て
い
る
。

5　

仮
名
﹁
う
ぃ
（w

i

）﹂
に
つ
い
て
は
、
⑶
ⅰ
を
参
照
。

6　
﹁
し
ま
く
と
ぅ
ば
﹂
科
で
は
、
地
域
に
よ
っ
て
ど
の
伝
統
的
な
言
語
に

す
る
の
か
を
選
択
で
き
る
も
の
と
す
る
。
ま
ず
は
、
モ
デ
ル
と
な
る
い

く
つ
か
の
学
校
を
指
定
し
て
ス
タ
ー
ト
し
て
み
る
の
が
賢
明
な
策
だ
と

思
わ
れ
る
。
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